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年
寄

年
寄

年
寄

年
寄

年
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十
五
年

小
中
野

青
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五
日
市

(

寄
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五
日
市

入
野

五
日
市

伊
奈

深
沢

留
原

小
中
野

五
日
市

山
田
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入
野

五
日
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五
日
市
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五
日
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(
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五
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日
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(
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五
日
市

五
日
市

深
沢

教
員
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員

海
軍
軍
医

金
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業(

元
質
屋)

山
林
経
営

山
林
経
営

材
木
商

教
員

警
官

筏
川
下
り
世
話
人

炭
販
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兼
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員

山
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業
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醸
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氏　
　
　

名

明
治
十
四
年

(

一
八
八
一
年)

年　

齢

学
芸
講
談
会
で
の
役
職

居
住
地
区

小
中
野
村
旧
名
主

江
南
学
校(

現
・
青
梅
五
小)

教
師

五
日
市
村
村
用
掛

神
奈
川
県
会
議
員
・
東
京
府
会
議
員

衆
議
院
議
員

五
日
市
銀
行
副
頭
取

五
日
市
鉄
道
社
長

深
沢
村
村
用
掛

神
奈
川
県
会
議
員

組
合
村
長(

明
治
・
三
ツ
里
村)

伊
奈
村
村
用
掛

入
野
村
村
用
補

増
戸
村
村
長

組
合
町
長(

五
日
市
町
・
小
宮
・
戸
倉
・
明
治
・
三
ツ
里
村)

戸
倉
村
村
長

小
宮
村
村
長

勧
能
学
校
助
教

勧
能
学
校
校
長
（
二
代
目
）

勧
能
学
校
助
教

警
部
補

経　
　

歴

自
由
党

入
党

深
沢
村
戸
長

五
日
市
村
村
用
掛

五
日
市
銀
行
頭
取

秋
川
水
力
電
気
会
社
取
締
役

勧
能
学
校
校
長
（
初
代
）

五
日
市
町
町
長

西
多
摩
郡
書
記

五
日
市
村
戸
長
（
第
十
二
大
区
第
十
三
小
区
）

神
奈
川
県
会
議
員

深
沢
村
村
用
掛

副
戸
長

【参考】『民衆憲法の創造‐埋もれた草の根の人脈‐』,色川大吉・江井秀雄・新井勝紘/共著,評論社,１９７０年

『五日市町史』,五日市町史編さん委員会/編,五日市町,１９７６年

『三多摩自由民権資料集』上巻,色川大吉/責任編集,大和書房,１９７９年

※ この名簿は「[学芸講談会回状]」(深沢家文書）に記載されている会員名から抽出されており、年齢順に

並び替えた

※ 明治１４年の役職は「[学芸講談会回状]」(深沢家文書）から、明治１５年の役職は「[本会役員撰定通知]」

(上田家文書)から抽出している


